
　皆様，新年明けましておめでとうございます。日頃か

ら当協会に対しご指導とご協力を賜りまして，厚く御礼

申し上げます。

　会長に就任して以来，振り返りますとさまざまな出来

事がありました。特に，昨年は試練が度重なったと感じ

ております。しかしながら，当協会においては悪いことば

かりではなく，３年ぶりに対面で総会を開催できました。

そして，すべての委員会が活動できたことは将来に向け

て前進しているようで，とても力強く感じています。象徴

的なこととして，日本建築仕上学会監修のもと，『既存

建築物の金属屋根に対する塩化ビニル樹脂系ルーフィン

グシートを用いる断熱防水改修工事指針・同解説』を発

刊いたしました。当協会としては初の取組みであり，金

属屋根防水改修仕様標準化委員会の近藤照夫委員長をは

じめ委員各位にご協力いただき，とても素晴らしい技術

書となりました。コロナ禍でもこのような事業が達成で

きたことは，委員各位，そして本事業にご理解いただい

た当協会の皆様のおかげと深く感謝しております。早速，

業務委員会を通じて自由民主党，公明党に在籍する当協

会顧問の方々と協議し，勉強会や説明会を開催していま

す。また，区役所などにも訪問し，説明会を開催したこ

とをお伝えいたします。

　さて，我々の業界に目を向けますと，材料費の高騰の

ほか，インボイス制度や建設キャリアアップシステム，

技能員不足，偏った施工時期，働き方改革といったさまざ

まな課題が山積しており，そろそろ先送りできない状況に

来ていると懸念しております。当協会全体で対策を講じ

るのは当然として，これからはより広い見地からの検討も

大切だと考えています。全国防水工事業協会や日本防水

材料協会といった当協会と関連する組織と，防水業界の

将来を前向きに検討する必要性を強く感じております。

技能員育成についてはすでに協議を重ねており，少しず

つではありますが成果が得られております。困難が続く

状況下においても，それぞれの立場から知恵を寄せ集め

ることで，多くの課題が突破できると信じております。

これまで簡単に解決できない課題については「なんとか

なる」と曖昧に対応してきたところもあるかと存じます

が，いよいよ業界全体で試行錯誤を重ねながら，真の意

味で問題を解決しなければならない時が来たと襟を正し

ています。その覚悟を持って今年は前進あるのみと考え，

皆様とともに防水業界を盛り上げていく所存です。

　最後になりますが，2023年が皆様にとって良い年にな

りますことを心から祈念いたします。本年もご支援ご協

力くださいますよう，よろしくお願い申し上げます。
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　厚生労働省の令和

４年度前期技能検定

（防水施工）の全国

合格者がまとまりま

した（新樹社調べ）。

　前期の実施作業

は，ウレタンゴム系

塗膜防水，アクリル

　講習内容は，改質アスファルトシート常温粘着工法。

当日は，会員企業や材料メーカーから講師をお迎えし，

午前にテキストを使用した学科講習を受け，午後は当協

会が作成した同工法の施工手順を解説したDVDの視聴，

および講習会用架台を使用した実技講習により，同工法

の技能向上のポイントを学びました。

　参加者は熱心に聴講するとともに，講義や実技講習で

不明点を積極的に質問しました。

　当協会は７月20日，東京・府中市の都立多摩職業能力

開発センター府中校で技能講習会を開催しました（協賛：

（一社）全国防水工事業協会関東・甲信支部東京都分会）。

　当日は，同分会の内田浩文分会長が「現場でしている

作業をすれば、必ず試験に合格する。ただ、現場との違

いが三つある。一つ目は、検定員に作業を見られている

ので緊張感があること、二つ目は作業時間に制限がある

こと、最後は試験が減点方式であること。これら三つを

克服するためにも、本講習会で少しでも多くのことを学

び取り、実技試験に臨んでもらいたい。見事合格される

ことを願う」と挨拶しました。

改質アスファルトシート常温粘着工
法の実技試験のようす実技講習のもよう
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　当協会では改質アスファルトシート常温粘着
工法防水工事作業の実技試験を実施させていた
だきました。
　東京都では令和４年７月21〜22日に実技試
験，８月22日に学科試験が実施され，多くの方
が受検されました。
　受検生の皆さんの日頃の努力が，結果につな
がったと思います。
　いま現場では，防水施工技能士のニーズがさ
らに高まっております。防水業界の関係者が協
力し合い，技能の研鑽に励まなければなりませ
ん。
　当協会では，前期１作業，後期４作業を通じ
て，技能士の増加とともに防水技能者の地位向
上を図るため，今後も技能検定実技試験への協
力を最重要事業の一つとして遂行して参りま
す。
　当委員会としても，よりスムーズな運営とな
るよう努力していく所存ですので，皆様のご支
援・ご協力をお願い申し上げます。

技能検定事業について
東京都技能検定推進委員長　大矢堪誉

ゴム系塗膜防水，シーリング防水，改質アスファルト

シート常温粘着工法防水，FRP防水の５作業です。

　東京都の前期合格者は合計263名で，作業別に見ると，

ウレタンゴム系塗膜防水が１級114名・２級10名，アク

リルゴム系塗膜防水は１級９名，シーリング防水が１級

72名・２級23名，改質アスファルトシート常温粘着工法

防水は１級29名，FRP防水は１級６名という結果になり

ました。
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事の予算確保を求めました。

②防水工事専業者への徹底した発注

　都内全体の発注が厳しい状況下において，専門性の高

い防水工事を建築業者や塗装業者ではなく，経営事項審

査で「防水工事の総合評定値が最も高い」業者を防水工

事専業者として判定・区別し，徹底して発注することを

強く希望しました。

③材料価格値上がり時における単価への反映

　防水材料の値上がりが止まらず，メーカーによっては

10〜20％にも上る値上げの通達が数カ月おきに第２，第３

と届いていることから，防水工事業者は待ったなしの状

態まで追い詰められていることを訴えました。メーカー

からの値上げ通達文章を提出して理解を求め，「予定価

格修正方式」の適用範囲をさらに拡大するとともに，単

価改定の柔軟かつ迅速な対応をお願いしました。

　当協会は，東京都庁で開催された政務調査会（公明党，

自由民主党：９月７日）ヒアリング会議に出席しました。

今年度も，顧問団を通じて東京都における防水改修工事

の重要性について訴え，次の３点について要望しました。

①防水工事の発注件数および発注金額増加

　東京都住宅供給公社の発注件数が低調なことに加え，

都における防水工事の発注予定件数が昨年度の21件から

12件減って９件となったことから，今年度の見通しは厳

しいと判断せざるを得ないと訴求しました。当協会がこ

れまで提案してきた金属屋根における塩ビ系シート断熱

防水工法による改修工事が，日本建築仕上学会監修『既

存建築物の金属屋根に対する塩化ビニル樹脂系ルーフィ

ングシートを用いる断熱防水改修工事指針・同解説』と

して発刊されたことを伝え，都立高校体育館の屋根を技

術が確立された断熱防水工法を活用して改修し，都民の

財産である公的施設の付加価値向上を推進するため，予

算の確保を要望しました。また，社会資本整備の直接の

担い手として重要な役割を果たす建設産業は，他産業へ

の生産誘発効果により景気に及ぼす影響が大きいことを

改めて説き，将来を担う若年労働者の入職と定着を促す

ことの大切さを訴えたほか，都内インフラの品質確保と

適切な機能を維持するためにも，来年度における防水工
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江川 愼吾氏 髙野 信之氏
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